蔭で、 化学と いう ものが 大変 発達し ました。 日本に は 

鍊金 術師が 居なかった お蔭で、 化学と いう もの は 一向 

に 芽 を ふいて 来ませんでした。 —— 而 して、 近代に 

なって、 長 岡 半太郎 博士 は 水銀 を 金に 変化す る 実験に 

成功して、 遂に 人類の 憧れて いた 一種の 鍊金術 を 見 

出した わけです。 その 方法 は、 水銀の 原子の 中核 を、 

アルファ リ ゆうし しゅりゅうだん 

a 粒子と いう 手榴弾で 叩き壊す と、 その 原子核の 

一 部が 欠けて、 俄然 金に 成る。 つま リ 物質 は、 金と か 

なまり 

鉛と か 酸素と か 水銀と か 云う が、 これ を 形成して い 

がんゆう 

る 物質 は 共通で あり、 唯 それに 含有せられ ている 数が 

違うた めに、 いろいろ 違った 物質と なって いるもの だ 



という 見地から、 この 名案が 考え出され たのです。 

しかし 科学 は 矢張り 臍 まがりで、 この 方法 はま だ 実 

用に 遠く、 金に は 成る に は 成る が、 顕微鏡で 探さねば 

ひょう だお 

ならぬ 程です から、 費用 仆れで 金に はならない。 …… 

じんぞう 

だが 油断 は 出来 ま せんぞ。 最近に な つ て 人造 宇宙線の 

研究が 俄かに 盛んになり ましたが、 この 研究が 進む と 

いよいよ この 人造 宇宙線 を 使って、 水銀 を 金に 化する 

ことが 他愛 もな く 出来る ようにな りそうな 気がします _ 

勿論そう なった からといって 悦 ぶの は 早い。 金が 簡 

もんめ なリ 

単に 出来る ようになったら、 今日 一 匁 十 何 円 也と い 

う 金が、 一 匁 一 銭 也 位になる でしよう から、 いくら 金 



のように 消えて しまった もので はなく、 実に 電波に 

きんじょうて つ べき 

と つて は 金城鉄壁 だと 思われて いた 電気 天井 をば ま 

るで 籠の 目から 水が 洩 るよう に、 ィャ それよりも X 光 

線が 木で も 肉で も 透す ように、 超短波 は 電気 天井 を 

ス ー ス ー 外へ 抜けて いたのでした。 ス— ス ー 外へ 抜け 

ている のです から、 いくら 放送局で 電力 を 増して みて 

ラとラ 

も、 地上に は 少しも 応答の な いのも 無理はありません。 

きはん 

超短波 は 電気 天井 を 抜け、 地球の 羈絆 を 切って 一 直線 

+PV+P く 

に 宇宙へ 黙々 として 前進して いるので す。 

「ああ、 ちょっと 聞き 給え、 変な 電波が 聴え るぜ。 我 

が 火星に はこん な 符号 を 打つ 局 はない 害 だ、 ハ テナ？」 



く 雷の 正体 は 電気です から、 針に 引つ かかった と 同時 

どうでんたい 

に、 導電体 を 伝わって 地中へ 潜る のです。 この 道が 出 

来て いるた めに、 大きな 音 もなん にもし ません。 ピ 

チッ という 位です。 

或る 所で、 それ は それ は 立派な 避雷針 を 建てました。 

主人公 は大 自慢です。 何処の 家のより 立派 だとい うの 

です。 ところが、 間もなく 雷鳴が 始まり ましたが、 雷 

くず ま つ さき 

は 天地 も 崩れる ような 音 をた てて 真 先に y J の 家に 落ち 

もちろん ひとじに らいう えんえん 

ました。 勿論 人 死が 出来、 家 は 雷雨の 中に 焰々 と 燃え 

あがりました。 これ はスグ スグ雷 はいつ もの 調子で、 

針の 上に 落ちて みます と、 針の 下から 地中へ 行く 道が 
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